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［学生編集委員のページ］ 学生選書ツアー密着レポート 

政権交代をきっかけに 
政治に興味をもってほしい 

　図書館の掲示を見た瞬間、前回の楽し

かった選書ツアーが頭をよぎり、即座に参加

を申し出ました。２回目ということで、図書館

員さんが困った顔をしていましたが、「人数

が多かったら諦めますから！」と、名前を書き

ました。５万円分もの本を自由に選んで図書

館に置いてもらうことができるのです。人数

が多くなってしまうのは仕方がありません。

半ば無理だろうなと思いながら、足繁く図書

館に通い、状況を尋ねました。 

　結果は、ＯＫでした。私以外にも２回目参

加者が数人希望していたのです。図書館

員さんに感謝して、丸善へ行きました。 

　今回は、日本としては珍しい政権交代が

噂された選挙前だったので、その関連の本

と、日米安保の歴史本、政治・社会科学関

連の新書を選びました。特にお薦めは、森

川友義の『若者は、選挙に行かないせいで、

四〇〇〇万円も損してる!? ３５歳くらいまで

の政治リテラシー養成講座』です。これは

政治に全く興味がない人でも、アッサリ読め

る本です。 

学生編集委員　国際関係学科 4年 

古橋 はる子 

学生選書ツアーに参加して 
図書館が身近になりました 

　今回の選書ツアーに参加したきっかけは、

気軽に読める小説を増やしてほしいと思っ

たからです。私が大好きな作家、奥田英朗

の小説もそのうちのひとつ。特にオススメし

たいのは『イン・ザ・プール』です。幼稚で突

拍子もない精神科医の主人公、伊良部のと

ころには、さまざまな悩みを抱えた患者が訪

れます。伊良部の「診療」と称した無茶苦

茶で意味不明な言動は数々の事件を巻き

起こします。皮肉たっぷりで痛快、憎めない

主人公のキャラクターにどんどん引き込まれ、

読み終わった後には元気になれる１冊です。

もし面白いと思った方は続編の『空中ブラン

コ』（直木賞受賞作）、『町長選挙』もどうぞ。 

　学生選書ツアーに参加したことで、図書

館を身近に感じるようになりました。みなさん

も、学生目線で選ばれた「学生選書」を手に

とって読んでみてください。レポートや卒論

の時以外でも図書館に足を運んでくれたら、

と思います。 

学生編集委員　国際文化学科 4年 

長谷川　葵 

気になる景気回復や 
就職の本を選びました 

　１年間の留学生活を送っている私は、読

書が大好きです。図書館で選書ツアー参加

者募集のポスターを見たとたん、ぜひ参加し

たいと思いました。１年上の先輩も１回目のツ

アーに参加して、たくさんの本を選んでいた

ので、先輩の後に続こうと思って、申し込み

ました。 

　分野を問わず、天文や仏教、経済や日本

の小説、中国古代思想など、興味のある本

を次 と々バスケットに入れました。とりわけ、金

融危機の時代に生きている若者にとって、

一番の関心事は景気の回復や就職の見通

しです。それを目指して、金融危機の源や

行方に関して詳しく紹介している本を選び

ました。しかし、一番推薦したいのは、『ネコ

の本』（日経ナショナルジオグラフィック社）で

す。理由は、私とたくさんの日本人は、優雅で、

神秘的で、しかも可愛いネコが好きだからで

す。７３０ページの中で、純血な貴族猫、遊ん

でいる子猫、さまざまな場面でいろいろな身

振りや表情をしているネコの写真がたっぷり

入っています。ぜひ、１冊でもいいから読ん

でもらいたいと思います。 

学生編集委員　コミュニケーション学科 

（外交学院交換留学生）余　屏星 
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自
己
評
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第3回 

シリーズ 

　
今
回
は
、2
0
0
8
年
度
春
学
期
・

秋
学
期
の
共
通
設
問
を
用
い
た
「
学

生
に
よ
る
授
業
評
価
」
と
「
教
員
に

よ
る
授
業
自
己
評
価
」
に
着
目
し

ま
し
た
。
図
１
お
よ
び
図
２
は
、共

通
設
問
に
対
す
る
全
学
生
と
全
教

員
の
平
均
ポ
イ
ン
ト（
棒
グ
ラ
フ
）、

ま
た
学
生
と
教
員
の
評
価
ポ
イ
ン

ト
の
差（
折
れ
線
）を
示
し
て
い
ま
す
。
 

　
図
１
の
左
よ
り
の
8
つ
の
設
問
は
、

授
業
の
評
価
に
関
す
る
直
接
的
な

設
問
で
す
が
、「
内
容
を
理
解
で
き

た
か
」「
魅
力
的
な
授
業
で
あ
っ
た
か
」

と
い
う
授
業
の
総
合
的
評
価
に
関

す
る
項
目
が
学
生
に
よ
る
評
価
で

は
他
に
比
べ
て
低
い
満
足
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
授
業
時
間
の
厳
守
」や

「
声
の
聞
き
取
り
易
さ
」
と
い
っ
た
授

業
に
対
す
る
基
本
項
目
の
評
価
だ

け
が
高
く
て
も
授
業
の
満
足
度
は

改
善
せ
ず
、「
い
ろ
い
ろ
な
手
段
や
工

夫
」「
学
生
の
反
応
を
確
か
め
な
が

ら
」
と
い
っ
た
教
員
の
積
極
的
な
行

動
に
よ
り
、さ
ら
な
る
授
業
改
善
の

必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、教

員
側
で
は
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
高

い
意
識
で
あ
っ
た「
声
が
明
瞭
で
あ
る
」

「
い
ろ
い
ろ
な
手
段
・
工
夫
」「
学
生

の
反
応
を
確
認
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

設
問
で
、学
生
と
教
員
の
評
価
の
ポ

イ
ン
ト
差
が
大
き
く
目
立
っ
た
点
が

特
徴
的
で
し
た
。
し
か
し
、秋
学
期

に
な
る
と
図
２
に
示
す
よ
う
に
学

生
に
よ
る
評
価
が
や
や
高
く
な
る

一
方
、教
員
の
自
己
評
価
は
秋
学

期
で
は
や
や
厳
し
い
自
己
評
価
と

な
り
、学
生
の
皆
さ
ん
と
教
員
の

授
業
の
評
価
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
小
さ
く

な
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ

は
、教
員
が『
魅
力
あ
る
授
業
づ
く

り
』
を
意
識
し
た
こ
と
と
、

2
0
0
8
年
度
か
ら
学
生
の
自
由

記
述
に
対
し
て
教
員
が
ど
の
よ
う

に
対
処
し
た
か
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
せ
る
自
由
記
述
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
を
導
入
し
て
き
た
こ
と
で
、授

業
が
一
方
通
行
で
な
く
な
っ
た
こ
と

に
も
起
因
し
、徐
々
に『
魅
力
あ
る

授
業
づ
く
り
』が
浸
透
し
て
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
授
業
評
価
の
直
接
的
な
設
問
と

意
味
が
異
な
り
ま
す
が
、「
学
習

時
間
外
の
取
り
組
み
」
や
「
積
極

的
な
学
習
態
度
」の
設
問
に
つ
い
て

み
る
と
、教
員
は
学
生
の
皆
さ
ん
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
期
待
を
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。こ
う
し
た
点
も『
魅

力
あ
る
授
業
づ
く
り
』
が
両
者
の

差
を
小
さ
く
、か
つ
評
価
ポ
イ
ン
ト

が
高
く
な
る
手
助
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
　（
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
） 
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図1　2008年度春学期授業評価ポイント 図2　2008年度秋学期授業評価ポイント 


